
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

四

一

七

号

皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
文
書
の
公
開
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

417



皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
文
書
の
公
開
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
の
閣
議
で
、
天
皇
陛
下
の
退
位
日
を
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
と
定
め
る
政
令
を

決
定
し
た
。
安
倍
総
理
は
閣
議
後
の
閣
僚
懇
談
会
で
、
皇
太
子
殿
下
が
翌
五
月
一
日
に
新
天
皇
に
即
位
す
る
と
表
明
し
た
。
平

成
は
三
十
一
年
で
終
わ
り
、
新
た
な
元
号
が
定
め
ら
れ
る
。

「
宮
内
庁
行
政
文
書
管
理
規
則
」
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
、
宮
内
庁
訓
令
第
五
号
）
で
「
行
政
文
書
」
と
は
、
「
宮
内

庁
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
で
あ
っ
て
、
宮
内
庁
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
宮
内
庁

が
保
有
し
て
い
る
も
の
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
九
日
の
朝
日
新
聞
で
は
、
「
昭
和
天
皇
は
日
記
を
つ
け
て
い
た
。
孤
独
か
ら
か
、
負
っ
た
責
務
の
重
さ

と
束
縛
の
つ
ら
さ
か
ら
か
死
を
も
考
え
た
が
、
妻
へ
の
愛
情
と
生
物
学
研
究
が
救
い
に
な
っ
た
こ
と
や
、
自
分
が
国
や
国
民
の

た
め
に
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
っ
て
い
る
か
慙
愧
に
た
え
な
い
と
何
度
も
精
進
を
誓
う
記
述
も
あ
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
〇
年
に
香

淳
皇
后
が
亡
く
な
る
と
身
辺
か
ら
見
つ
か
っ
た
が
、
「
亡
き
天
皇
の
お
忘
れ
物
」
と
し
て
皇
后
と
と
も
に
陵
に
埋
め
ら
れ
た
と

さ
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

京
都
大
学
の
奈
良
岡
教
授
は
、
「
日
本
で
は
、
皇
室
ま
た
は
宮
内
庁
関
係
の
文
書
の
多
く
が
、
皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る

一



も
の
だ
と
い
う
理
由
で
非
公
開
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
二
〇
一
四
年
に
昭
和
天
皇
の
伝
記
『
昭
和
天
皇
実

録
』
が
完
成
し
、
翌
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
が
、
「
侍
従
日
誌
」
な
ど
、
同
書
の
記
述
の
典
拠
と
な
っ
た
文
書
の
多
く
も
非

公
開
の
ま
ま
で
あ
る
。
『
昭
和
天
皇
実
録
』
に
は
、
昭
和
天
皇
が
幼
少
期
に
日
記
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
日

記
原
本
の
所
在
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
」
（
ア
ス
テ
イ
オ
ン

八
六
巻
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

平
成
の
時
代
は
残
す
と
こ
ろ
一
年
を
切
り
、
一
つ
の
時
代
の
節
目
に
差
し
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
代
以
前
の
皇
室
に
関

わ
る
歴
史
的
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
皇

室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
部
分
も
多
く
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
特
段
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
、
皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
文
書
に
つ
い
て
、
政
府
は
公
開
基
準
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

二

昭
和
天
皇
の
伝
記
「
昭
和
天
皇
実
録
」
の
刊
行
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
「
侍
従
日
誌
」
な
ど
同
書
の
記
述
の
典
拠
と
な
っ

た
文
書
の
多
く
は
現
在
も
非
公
開
の
ま
ま
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
昭
和
天
皇
実
録
」
の
記
述
の
典
拠

と
な
っ
た
文
書
は
将
来
的
に
は
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
ま
た
公
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

三

二
に
関
連
し
て
、
「
昭
和
天
皇
実
録
」
の
記
述
の
典
拠
と
な
っ
た
文
書
の
多
く
は
、
「
宮
内
庁
行
政
文
書
管
理
規
則
」
で

二



い
う
と
こ
ろ
の
「
宮
内
庁
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
」
で
あ
り
「
行
政
文
書
」
で
あ
る
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。
そ
れ
と
も
皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
も
の
で
、
「
行
政
文
書
」
足
り
え
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

皇
室
の
私
的
行
為
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
資
料
の
歴
史
的
価
値
は
論
を
ま
た
な
い
。
歴
代
天
皇
の
日
記
や
高

位
の
貴
族
、
天
皇
に
仕
え
る
侍
従
の
日
記
等
が
日
本
の
歴
史
学
研
究
の
一
級
の
研
究
資
料
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
も

の
で
あ
る
。
「
宮
内
庁
行
政
文
書
管
理
規
則
」
で
い
う
「
秘
密
文
書
」
で
「
イ

極
秘
文
書

秘
密
保
全
の
必
要
が
高
く
、

そ
の
漏
え
い
が
国
又
は
皇
室
の
安
全
又
は
利
益
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
を
含
む
行
政
文
書
」
、
「
ロ

秘
文

書

極
秘
文
書
に
次
ぐ
程
度
の
秘
密
で
あ
っ
て
、
関
係
者
以
外
に
は
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
情
報
を
含
む
極
秘
文
書
以
外
の

行
政
文
書
」
と
し
て
の
性
質
を
欠
く
に
至
っ
た
も
の
は
原
則
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
て
、
天
皇
の
日
記
や
侍
従
の
日
誌
な
ど
の
公
開
基
準
は
な
い
と
思
料
す
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
王
室
関

係
の
文
書
は
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
内
に
あ
る
王
室
文
書
館
が
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
連
合
王
国
の
国
王
と
し
て
一
八
〇

一
年
か
ら
一
八
二
〇
年
ま
で
在
位
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
宛
て
の
私
信
、
秘
書
官
へ
の
公
的
文
書
、
一
八
三
七
年
か
ら
一
九
〇

一
年
ま
で
在
位
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
私
信
、
日
記
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
は
「
書
簡
や
日
記
な
ど

を
公
開
す
る
法
的
義
務
は
負
っ
て
い
な
い
」
も
の
の
、
「
国
王
の
日
記
を
も
含
む
、
多
種
多
様
な
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い

三



る
」
と
奈
良
岡
教
授
は
指
摘
す
る
（
ア
ス
テ
イ
オ
ン

八
六
巻
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
皇
室
の
私
的

行
為
に
関
わ
る
文
書
が
非
公
開
で
公
開
基
準
が
な
い
現
状
は
、
皇
室
ま
た
は
宮
内
庁
関
係
の
文
書
の
多
く
が
、
皇
室
の
私
的

行
為
に
関
わ
る
も
の
だ
と
い
う
理
由
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

か
。

六

平
成
の
時
代
は
残
す
と
こ
ろ
一
年
を
切
り
、
一
つ
の
時
代
の
節
目
に
差
し
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
代
以
前
の
皇
室
に

関
わ
る
歴
史
的
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
、

皇
室
に
関
わ
る
歴
史
的
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
検
討
会
な
ど
を
設
置
し
議
論
を
は

じ
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


